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もうずいぶん㌣のことにたります．  

1970年のことてナ．AO－5（アムサ   

′卜・オスカー5号二1のと－コソ信  

号を29．45MHzで，トプラーや回転  

偏淀：ニよるQS Bをともなって，初  

めて受信したときから，少なくとも  

私のハムとしての耳，いや員までも  

が，宇宙通信というものに向けられ  

っこごなしとなりました．   

それまでにも，スペース・コミュ  

ニケーションズに関する話を聞き，  

また，Q STやCQハムラジオ他の  

無線雑誌で〈オスカー〉 ハム通信衛  

星の存在ほ承知していました．がし  

かし，自分がく宇宙通信の虫〉にな  

ろうとほ，それまでまったく考えも  

しませんでした．   

その後 ，1972年10月15日のAO－6  

の打ち上げとともに，私の宇宙に対  

する関心ほますます菰くなり，JA  

8PLやJAIJRKなどの当時の  
大変に熱心なオスカー・ユーザーに  

向け，ささやかた“ニューズレタノ’  

を，手書きした原稿を近所の文房具  

店でコピーをとってもらい，自費で  

約10日に向け郵送し始めました．   

やがて，AMSATへの入会の手  

続きをとり，AMSATから送られ  

てきたニューズレターで日本の〈2  

メ，タ一同好会〉がAMSATの団  

体・法人会員であることを知りまし  

た．   

40年ものハム・ライフを通じて，  

それまでまったくVHFやUHFの  

世界には縁のなかった私でしたが，  

JARLの技術課では，夜を徹して擬似衛星の仕上げが行なわれた  

このことを実現させよう，という意  

気込みが強くなりました．というの  

もAO－7fTち上げ記念のAMSA  

T発行のQ S Lカードにほ，7メl）  

カ・カナダ・オーストラリ7そして  

西ドイツの国旗が配してあったから  

です．これら4つの国旗に，もう一  

つの国旗，いうまでもなく 〈日の  

丸〉を加えたい，という気持ちをい  

だいたからです．   

こういうことがあって今日のJA  

MSATが生まれ，擬似衛星の  

そして実験，やがてはAOD計巾へ  

の参加の運びとなりました．mこ感  

慨無量です．以下擬似衛星の概略を  

お伝えします． 〈JAIANG〉  

オスカー衛星出現のおかげで，手作  

りのオール・ソリ ッドステートの2  

mリブを完成しました．そして，A  

O－6に向けアップリンクを始め，  

さらには私の近所に住む横田さん，  

JAICBLがく2メータp同好  

会〉の会長さんであることも，AM  

SAT経由で知ることができ，横間  

さんとの初のeyeballQSOをしま  

した．   

日本のハムが単なる通信衛星のユ  

ーザー にとどまることなく．ビス1  

本，トランジスタ1個でもよいから，  

将来のハム通信衛星のくオスカー8  

号か9号〉あたりでは積極的参加し  

ようではないか，ということを横田  

さんやJAIJHFの金輪さんたち  

と，よく話し合いました．   

AO－7の出現により，ますます  
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昭利52年圧電子通信学会絵イ㌻全国大会  

了マ左1ヲ衛星の試作と乳験   
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昭一l：52年僅電子滴信イiご：会総イト仝Il∃大会  

アマケユア新星娼凱辟トランスノ†でンア  
19川二）   
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F
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（
各
局
応
答
せ
よ
）
、
C
Q
、
わ
れ
ら
の
人
工
衛
空
－
。
日
本
の
ア
マ
チ
ュ
ア
照
巌
実
の
至
心
が
、
田
舎
笑
の
二
」
∵
辟
発
し
た
通
 
 

信
用
人
…
」
紡
ぎ
守
打
ち
上
げ
る
封
響
ぜ
迩
め
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ア
マ
チ
ュ
ア
有
声
通
倍
協
会
（
A
日
日
A
γ
）
か
■
h
の
警
一
等
浸
け
た
も
の
 
 

で
、
こ
と
し
い
っ
ば
い
小
壷
備
期
間
と
し
、
早
け
れ
ば
墨
守
に
は
∵
彗
盲
た
い
と
い
う
。
打
ち
ト
抒
は
黒
慧
軍
曹
〓
N
人
S
ユ
に
信
頼
す
 
 

る
。
こ
と
し
に
‥
′
マ
拙
走
㌔
足
∴
十
周
年
。
照
準
芋
た
一
っ
ほ
「
一
九
七
六
年
を
わ
れ
わ
れ
の
宰
省
元
年
に
」
と
・
1
張
り
い
り
ご
。
 
 

㌫
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い
り
鳥
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∵
宿
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閥
心
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つ
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ム
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で
崇
誓
禿
 
 

て
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る
」
八
日
S
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r
（
ジ
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サ
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ト
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証
本
．
賓
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会
長
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会
員
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土
十
 
 

人
）
の
メ
ン
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ー
た
ち
ご
」
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し
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全
日
本
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ム
ペ
ン
シ
ョ
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（
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ム
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間
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ど
い
）
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う
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ス
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何
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∴
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山
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か
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け
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ば
、
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積
的
㍍
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器
に
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瞑
り
か
か
至
言
空
す
 
 

で
に
草
根
上
の
問
凝
に
つ
い
て
検
討
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「
き
摂
が
そ
れ
ぞ
れ
り
専
門
市
域
で
知
 
 

寧
ぜ
目
し
・
古
い
、
外
国
の
特
殊
接
待
を
 
 

一
部
借
り
れ
ば
、
叫
製
作
は
十
分
可
龍
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と
い
う
椙
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に
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し
て
い
る
。
 
 
 

J
A
M
S
A
T
の
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黎
通
日
貝
や
K
菖
牟
Ⅱ
盟
机
渡
部
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ち
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げ
は
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賀
○
雪
・
宗
嵐
慧
雲
司
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票
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社
革
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晶
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年
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Ⅵ
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∵
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米
国
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S
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（
ア
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章
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日
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∴
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。
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廿
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－
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ク
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国
の
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体
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狂
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上
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き
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÷
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独
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に
、
と
い
1
リ
。
 
 
 

異
体
的
な
設
詔
は
こ
れ
・
守
り
ご
が
、
 
 

J
A
∴
l
S
人
T
で
は
従
粟
の
衛
星
を
上
 
 

回
る
性
報
ぉ
も
山
に
し
た
い
と
張
り
切
 
 

っ
て
い
る
。
「
オ
∴
七
－
6
日
こ
の
場
 
 

ム
㌧
∵
け
」
プ
∴
休
u
嵩
画
十
三
㌔
、
横
三
 
 

十
∵
、
宇
＋
六
叫
ン
の
蒼
誓
彗
己
は
 
 

十
㌧
∵
て
、
‥
薫
凛
」
太
陽
儒
導
ぜ
は
り
 
 

つ
け
、
一
明
一
斗
九
－
一
四
六
メ
ガ
ヘ
 
 

ル
ツ
て
発
製
、
」
．
れ
た
琶
嘩
て
二
九
・
 
 

和
一
］
－
二
九
∴
予
且
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
に
変
 
 

換
C
て
∴
、
H
い
†
心
∵
で
・
－
r
㌣
耕
貸
付
四
千
 
 

√
ハ
・
珂
の
上
パ
∴
▼
∵
じ
か
か
や
U
、
送
 
 

誓
嵩
霊
筐
．
誉
雪
 
 
 

宮
十
三
長
は
「
質
問
の
点
や
N
A
S
 
 

斗
声
り
ぺ
己
空
J
難
問
は
山
威
し
て
い
 
 

吏
ぺ
巧
言
ヨ
に
一
つ
一
つ
解
決
し
 
 

て
い
至
上
い
。
∵
マ
チ
エ
γ
の
緒
屋
が
 
 

長
山
J
〃
」
か
け
衷
㌶
て
、
琴
見
た
だ
け
 
 

て
㌻
三
三
し
て
く
る
じ
ご
の
り
ま
せ
 
 

ん
∴
と
と
‥
り
エ
イ
一
∴
に
た
か
せ
て
い
る
．
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日
本
の
ア
マ
チ
「
テ
無
線
宣
た
ち
が
 
っ
た
中
部
器
が
、
今
拝
の
秋
、
宇
野
ぜ
 
 

ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
を
持
ち
寄
っ
て
作
 
飛
ぶ
。
「
わ
た
し
た
ち
の
車
作
り
の
中
 
 

⑳
ア
マ
チ
ュ
7
無
線
衛
星
軒
ち
上
7
）
に
め
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
マ
ニ
ア
＝
1
2
日
夜
、
雪
空
中
目
黒
で
◎
衛
星
に
積
み
込
ま
れ
る
中
華
講
読
作
機
 
 

踊 
削 

秋 

に宇 

宙を 

か 

ける  

米国の衛星に相乗り  

埜
等
、
各
国
の
ハ
ム
仲
間
と
諭
ハ
唐
で
 
 

き
る
よ
う
に
、
芯
る
わ
け
で
す
」
と
、
製
 
 

作
に
当
た
っ
て
い
る
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
 
 

衛
罵
通
信
協
会
の
小
根
本
蚤
式
会
聖
篭
 
 

は
、
張
り
切
っ
て
い
る
。
 
 
 

ア
メ
リ
・
「
の
ア
マ
チ
ュ
ア
無
森
笑
た
 
 

ち
は
、
一
九
六
一
年
か
ら
「
オ
ス
カ
 
 

ー
」
と
い
う
名
の
、
ア
マ
チ
ュ
ア
尊
何
 
 

の
暫
毒
打
ち
上
げ
て
果
た
。
自
分
た
 
 

一
っ
で
作
っ
た
衛
星
を
、
米
航
讐
右
由
属
 
 

（
N
A
b
A
）
の
ロ
ケ
ッ
ト
に
積
ん
で
 
 

半
径
四
千
㌔
と
の
交
信
可
能
に
 
 
 

護
す
 
 

囲
紺
0
0
5
6
 
 
 

も
ら
っ
て
軌
道
に
乗
せ
る
と
い
ぅ
．
七
試
 
 

で
、
す
で
に
7
望
読
で
⊥
げ
ら
れ
て
い
 
 

る
。
 
 
 

日
本
の
ア
マ
チ
ュ
ア
た
ち
が
い
ま
手
 
 

が
け
て
い
る
の
は
「
オ
ス
カ
ー
8
年
」
 
 

に
積
み
込
む
部
品
だ
ご
て
の
五
仏
は
、
 
 

一
辺
が
五
士
∵
の
立
方
体
で
、
長
さ
十
 
 

㍍
、
二
㍍
、
七
十
代
ン
の
三
木
の
ア
ン
テ
 
 

ナ
が
、
そ
の
籍
か
ら
讐
莞
崇
蒋
と
な
 
 

る
。
重
さ
は
二
十
㌔
た
ら
ず
だ
。
 
 
 

今
年
の
十
月
、
N
A
S
へ
か
革
腰
掛
 
 婁

ワ
ン
ド
叶
ツ
ト
C
を
打
ち
上
げ
る
と
 
 

≡
、
そ
の
t
コ
ケ
ッ
ト
に
「
オ
ス
カ
ー
8
 
 

U
ヱ
も
一
緒
に
相
乗
り
さ
せ
て
も
ら
う
 
 

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
衛
星
は
、
 
 

朝
夕
り
＝
当
面
、
日
本
か
ら
利
吊
で
き
、
 
 

準
㍍
四
千
㌔
の
範
囲
が
通
信
可
能
と
な
 
 

る
。
地
上
か
ら
持
星
に
向
け
て
一
四
五
 
 

メ
ガ
ヘ
ル
ツ
の
電
汲
を
出
し
衛
星
か
ら
 
 

は
四
三
五
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
で
送
信
す
る
。
 
 
 

目
茶
の
ア
マ
チ
ュ
ア
た
ち
が
作
っ
て
 
 

い
る
の
は
、
中
継
器
と
電
圧
謂
草
詣
 
 

で
、
撃
ま
瞥
m
メ
ー
カ
ー
の
社
員
な
 
 

ど
、
専
門
瑚
詫
を
も
っ
た
ア
マ
チ
ー
テ
 
 

た
ち
が
チ
ー
ム
を
作
り
、
昨
年
九
月
に
 
 

は
、
富
士
山
揮
」
試
作
賎
を
運
び
上
げ
 
 

て
通
信
し
、
脂
詞
に
働
く
の
を
確
か
め
 
 

。
 
 
 

す
で
に
、
衛
異
に
績
む
空
相
の
彗
坦
 
 

の
弟
作
に
は
い
っ
て
い
る
が
、
宇
宙
の
 
 

き
び
し
い
環
貴
に
呼
‥
岩
よ
う
、
ア
メ
 
 

リ
カ
側
の
注
文
も
多
＜
、
メ
ン
バ
ー
は
 
 

謂
計
圏
の
倭
正
や
、
部
品
の
調
達
に
か
 
 

け
因
っ
て
い
る
。
二
月
末
ま
で
に
完
成
 
 

ご
せ
、
ア
メ
り
ー
コ
に
運
ん
で
、
テ
ス
ト
 
 

と
衛
屋
へ
の
組
み
込
み
を
し
て
も
ら
う
 
 

こ
と
に
に
っ
て
い
る
。
 
 
 

素
志
会
長
ら
は
「
日
去
の
ト
ラ
ン
ジ
 
 

ス
タ
は
密
葬
な
の
で
、
疫
術
酌
に
は
自
 
 

椙
を
持
っ
て
い
る
．
澤
実
は
、
慧
芸
 
 

の
蔵
屋
を
つ
く
り
、
宇
宙
聞
耳
茎
扇
 
 

が
人
工
衛
尿
毒
打
ち
上
け
る
と
き
に
一
 
 

緒
に
打
ち
上
げ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
 
 

た
い
。
ア
マ
チ
ュ
ア
瑠
の
通
信
衛
星
は
 
 

宇
軍
童
の
豪
君
と
し
て
も
利
用
で
き
 
 

る
も
の
だ
か
ら
、
ぜ
ひ
丹
㌫
仇
云
エ
に
 
 

い
」
と
属
し
て
い
る
。
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；
：
′
ろ
易
竹
診
ケ
′
・
・
・
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・
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・
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．
易
診
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・
′
ろ
名
分
夢
グ
ノ
ノ
・
・
÷
′
易
診
グ
′
・
・
▲
・
′
ノ
ゑ
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リ
グ
ノ
：
・
・
ク
ゑ
診
グ
′
・
・
・
・
′
易
リ
グ
′
・
・
∑
え
彪
 
 

ア
マ
用
「
オ
ス
カ
ー
8
号
」
 
 

串
竺
」
ち
で
作
っ
た
中
渥
器
（
机
の
上
に
≡
つ
並
ん
で
い
る
）
を
テ
ス
ト
す
る
1
A
M
S
Å
T
の
メ
ン
バ
ー
 
 
 

中
枢
部
作
り
、
送
る
 
 

グ
ル
ー
プ
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
通
信
衛
 
 

星
に
甲
じ
を
持
つ
ハ
ム
の
集
ま
り
、
日
 
 

本
ア
マ
チ
ュ
ア
衛
星
通
信
協
会
＝
1
A
 
 

M
S
A
T
（
森
本
壁
式
亭
5
＝
の
メ
 
 

ン
バ
ー
。
こ
の
J
A
M
S
A
T
（
四
十
 
 

九
牢
四
月
発
足
、
約
百
二
十
人
）
に
l
 
 

昨
年
、
米
国
の
ア
マ
チ
ュ
ア
相
星
逓
信
 
 

協
会
（
A
M
S
A
T
）
か
ら
「
オ
ス
カ
 
 

ー
8
号
の
中
枢
で
あ
る
二
つ
の
逓
信
中
 
 

継
器
の
う
ち
の
一
つ
と
、
電
涼
関
軍
架
 
 

置
の
設
計
、
製
作
に
協
力
し
て
く
れ
な
 
 

い
か
」
と
の
打
診
が
あ
っ
た
。
 
 
 

J
A
M
S
A
T
と
し
て
は
「
朽
束
の
 
 

目
標
で
あ
る
阿
蘇
ア
マ
チ
ュ
ア
通
信
衛
 
 

星
実
説
の
た
め
に
も
、
世
界
一
の
ハ
ム
 
 

【
注
】
オ
ス
カ
ー
通
信
衛
星
は
、
米
 
 

国
が
打
ち
上
け
て
い
る
ア
マ
チ
ュ
ア
用
 
 

通
信
衝
撃
N
A
S
A
が
打
ち
上
げ
る
 
 

正
規
の
符
星
の
バ
ラ
ン
ス
ウ
エ
ー
ト
″
 
 

と
し
て
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
 
 

ま
で
七
個
が
軌
道
に
来
っ
て
い
る
。
 
 
 

初
期
の
も
の
は
単
に
ど
Ⅰ
コ
ン
領
泥
 
 

を
出
す
だ
け
だ
っ
た
が
、
最
近
の
J
づ
の
 
 

日
本
の
ハ
ム
（
ア
マ
チ
ュ
ア
無
根
家
）
グ
ル
ー
プ
が
、
ア
マ
用
準
靂
 
 

星
の
中
枢
部
分
の
設
計
、
製
作
を
担
当
、
二
十
四
日
ま
で
に
各
部
品
か
、
 
 

打
上
け
国
の
米
国
へ
発
送
さ
れ
た
。
こ
の
衛
星
は
、
今
年
十
一
月
末
に
米
国
 
 

の
資
源
探
査
衛
星
「
ラ
ン
ド
サ
ッ
ト
C
」
と
共
に
打
ち
上
げ
ら
れ
る
「
Å
0
 
 

・
と
で
う
ま
く
軌
道
に
乗
れ
ば
「
オ
ス
カ
ー
8
弓
」
と
な
る
。
 
 

‡
軍
一
ソ
ホ
ン
と
し
て
も
、
協
“
〃
†
ぺ
 
 

き
だ
」
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
釈
ご
ろ
 
 

か
・
冥
震
だ
計
画
が
進
ん
だ
。
 
 
 

J
A
M
S
A
T
の
メ
ン
バ
⊥
J
、
ハ
 
 

ム
の
ベ
テ
ラ
ン
ぞ
ろ
い
だ
し
、
琴
ポ
機
 
 

メ
ー
カ
ー
や
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
7
、
関
偶
 
 

の
専
門
家
J
っ
い
る
。
こ
㍑
ら
の
人
た
ち
 
 

や
学
生
、
白
刑
印
旛
甲
」
均
の
経
営
者
 
 

な
ど
約
十
人
か
槽
㌣
り
朽
部
の
謀
計
、
 
 

処
作
に
代
り
糾
ん
だ
し
 
 
 

そ
れ
ま
で
に
1
A
M
S
A
T
は
、
笥
 
 

十
一
山
厚
賃
警
帯
空
茶
上
げ
、
地
 
 

上
軍
こ
の
遁
信
冥
駅
キ
」
し
て
い
∴
の
 
 

で
、
そ
の
H
択
が
㍑
†
ち
、
こ
ん
と
の
 
 

中
緋
l
m
に
は
、
新
し
い
試
い
〕
り
も
㌍
り
入
 
 

は
地
上
・
甘
り
の
電
泥
を
宰
＼
し
て
、
再
 
 

び
地
上
へ
送
り
返
す
甲
淋
詩
な
準
ル
で
 
 

い
る
の
で
、
世
界
の
ハ
ム
か
オ
ス
カ
ー
 
 

モ
利
用
し
て
小
伝
で
き
る
。
＃
盃
工
房
 
 

び
、
七
二
隼
十
日
汀
上
け
り
「
旦
こ
 
 

と
七
円
車
十
一
目
打
上
げ
り
「
7
雪
」
 
 

が
、
ま
だ
隼
き
て
お
り
、
‖
奉
菩
あ
 
 

た
m
顛
の
ハ
ム
に
律
わ
れ
て
い
る
。
 
 

れ
た
。
し
か
も
部
品
の
中
で
も
半
導
体
 
 

関
係
は
オ
ー
ル
国
産
品
。
し
め
て
約
七
 
 

十
万
円
の
製
作
実
費
は
、
一
人
当
た
り
 
 

年
閻
六
千
円
の
会
費
プ
ラ
ス
個
人
負
担
 
 

と
馬
力
老
の
好
意
で
ま
か
な
っ
た
。
 
 
 

製
作
期
間
が
悪
か
っ
た
こ
と
も
あ
 
 

り
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
は
東
京
・
中
 
 

日
票
の
喫
茶
店
に
毎
澗
興
ま
っ
て
は
議
 
 

論
。
士
、
日
曜
も
返
ヒ
し
て
製
作
に
あ
 
 

た
り
、
先
週
や
っ
と
完
成
。
簡
単
な
温
 
 

寧
丁
ス
ト
を
す
ま
せ
て
、
二
十
四
日
ま
 
 

で
に
ワ
シ
ン
ト
ン
へ
発
送
し
た
。
 
 
 

「
A
O
l
と
は
、
地
上
か
ら
一
四
 
 

五
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
軍
の
電
陀
モ
更
け
、
強
 
 

く
し
て
四
一
二
五
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
胃
で
地
上
 
 

へ
送
り
返
す
。
軌
道
は
地
球
を
南
北
方
 
 

向
に
飛
ぶ
綿
軌
道
の
予
定
だ
が
、
高
度
 
 

が
従
来
の
も
の
よ
り
若
干
低
く
、
約
千
 
 

㌔
で
飛
ぶ
の
で
、
受
信
可
能
時
間
は
最
 
 

大
二
十
分
愕
毘
と
、
若
干
短
く
な
る
。
 
 
 

大
目
標
は
国
産
 
 
 

衛
星
の
打
上
げ
 
 
 

1
A
M
S
A
T
の
最
終
的
な
H
標
の
 
 

l
つ
は
「
オ
ス
カ
・
・
」
の
よ
う
な
ア
マ
 
 

チ
ュ
ア
開
田
産
科
厘
巧
打
上
げ
。
電
土
 
 

山
山
の
極
端
符
雷
蒜
や
、
こ
ん
ど
り
 
 

「
A
O
－
U
」
の
巾
縦
帯
つ
く
り
も
、
 
 

そ
の
日
標
達
成
へ
の
ス
テ
ッ
プ
の
一
 
 

つ
。
J
八
M
計
A
T
で
は
、
で
き
れ
ば
 
 

次
の
沃
の
同
産
技
術
精
星
（
E
T
S
l
 
 

Ⅳ
）
に
乗
せ
た
い
希
望
も
持
っ
て
い
る
 
 

が
、
実
濁
は
現
暗
占
ぞ
は
ま
だ
ち
ょ
っ
 
 

と
む
ず
か
し
そ
う
ゥ
 
 
 


